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行政による犬やねこの団体等譲渡事業推進のための助成金申請書
公益財団法人どうぶつ基金　御中

　
以下により、行政による犬やねこの団体等譲渡事業推進のための助成金申請書を提出いたします。
　（該当する□を■としてください。）※赤字部分は記入例です。提出時は削除してください。
	申請日
	令和　　　年　　　　月　　　　日

	団体種別
	□1ＮＰＯ法人　□2個人活動家　□3一般財団法人　□4一般社団法人　

□5公益財団法人　□6公益社団法人　□7社会福祉法人　□その他

	フリガナ
	

	団体名称


	（団体種別はここに記載しないでください。）


	
	団体等のホームページ：（http://           　　　　　            ）

	フリガナ
	
	役職
	
	代表印

（必須）

	団体代表者
氏　　　名
	
	
	
	

	団体所在地
	（郵便番号　　　－　　　　）


	
	TEL:　　　　　　　　　　　　　　　FAX: 　　　　　　　　　　　
Email:

	フリガナ
	
	役職

	

	実施責任者
役職・氏名
	
	
	

	住所・連絡先
	（郵便番号　　　－　　　　）


	
	TEL:　　　　　　　　　　　　　　FAX: 　　　　　　　　　
Email: 

	＊事務局からの連絡・書類の送付は、全て実施責任者宛に行います。事業の内容について日常的にお問合せのできる方を実施責任者として選定してください。携帯メールアドレスは不可です。E-mailの記載は必須です。


助成金振込口座
	銀行名　銀行コード
	〇〇銀行　　銀行コード0001

	支店名　店番号
	××支店　　支店番号123

	口座種類
	普通

	口座番号
	12345678

	口座名
	犬猫の会

	ﾌﾘｶﾞﾅ
	ｲﾇﾈｺﾉｶｲ


※注意：口座名は団体名義もしくは代表者名義であること。
申請と配分の状況等：

	(1) どうぶつ基金への過去の申請状況：（分かる範囲で記入ください。不妊手術チケットも含む）

	□今回初めて　□2018　□2017　□2016　□2015  □2014  □2013  □その他（　　　　　　　　　　）

	(2) どうぶつ基金からの過去の受給状況：（分かる範囲で記入ください。不妊手術チケットも含む）

	□今回初めて　□2018　□2017　□2016　□2015  □2014  □2013  □その他（　　　　　　　　　　）

	(3) 他の助成団体への申請状況：（どうぶつ基金へ申請した事業と同一の事業を他の助成団体に併行して申請することは可能ですが、他の補助金・助成金の配分が決定した場合には辞退の有無を含め事務局へ速やかにご連絡ください。）

	　　他団体への重複内容での併行申請：□無　□有（助成決定通知予定日：（西暦）　　　年　　　月頃）

　　有の場合申請先助成団体名：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	(4) 団体譲渡登録をしている行政施設名と所在地（複数の場合は登録しているものを全て記入して下さい。）


	例：横浜市動物愛護センター（神奈川県横浜市）

　　埼玉県動物指導センター（埼玉県熊谷市）
赤字部分は記入例です。提出時は削除し、正しく記入し直してください。


	活動状況

	１）申請日現在　保護している　犬　（　　　　）頭　うち　不妊手術済み（　　　　）頭

２）申請日現在　保護している　ねこ（　　　　）頭　うち　不妊手術済み（　　　　）頭

	３）平成31年1月1日～令和元年12月31日の間に新しい飼い主に再譲渡された犬　（　5　）頭
　　各センターごとの内訳

　　例：横浜市動物愛護センターからの　犬３頭

　　　　埼玉県動物指導センターからの　犬５頭
４）平成31年1月1日～令和元年12月31日の間に新しい飼い主に再譲渡されたねこ（　13　）頭
各センターごとの内訳

　　例：横浜市動物愛護センターからの　ねこ１０頭

　　　　埼玉県動物指導センターからの　ねこ　５頭
今回申請する助成金額

５）上記　３）と　４）の　合計（２３）頭　ｘ　５０００円　＝　（１１５，０００）円

赤字部分は記入例です。提出時は削除し、正しく記入し直してください。


	確認リスト（該当する全ての項目にチェック■のあることが必要です。）※必ず記入してください。

	

	チェック項目
	(1) 新しい飼い主に再譲渡する際に該当する犬及びねこが不妊・去勢手術（以下、手術という）済みであること、もしくは譲渡後、速やかに手術を行うことを譲渡条件にした譲渡契約を交わしています。
	□はい

	
	(2) 新しい飼い主に再譲渡する際に先住犬及びねこがいる場合、先住している犬及びねこが不妊・去勢手術（以下、手術）済みであることを新しい飼い主への譲渡条件にした譲渡契約を交わしています。
	□はい

	
	(3) 行政が定める譲渡報告書等の作成及び提出を期限内に行っています。
	□はい

	提出書類     
	(4) 本申請書１ページ目に法人代表印の押印
	□　有

	
	(5)団体等が 新しい飼い主とかわしている譲渡契約書の見本｛上記チェック項目の（１）（２）の内容が含まれている事｝（新しい飼い主の記入欄は空白で可）
	□　有

	
	(6) 行政に提出した譲渡報告書等の写し（申請頭数分、行政の原本証明印が必要です）
	□　有

	
	(7)助成金振込口座の通帳の表紙コピー 
	□　有 

	確
約

表

明
	(8) 申請団体の役員等又は委託先等が次の各項目のいずれにも該当しないこと表明し、かつ将来にわたっても該当しないことをしないことを確約します。

ア）　暴力団、暴力団員等、暴力団準構成員、暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ(*)、特殊知能暴力集団等、国際犯罪組織、国際テロリスト等、その他次に掲げる者であること

· どうぶつ基金が提供するサービスを不正に利用し、又は不正な目的をもって利用する者

· どうぶつ基金が提供するサービスの利用を通じて、社会的妥当性を欠く不当な要求をする者

· その他、社会的妥当性を欠く不当な要求をする者

（以下これらを総称して「反社会的勢力」という。）

イ）　反社会的勢力が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること

ウ）　反社会的勢力を利用していると認められる関係を有すること

エ）　反社会的勢力に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関与をしていると認められる関係を有すること

(*)社会運動等標ぼうゴロ：社会運動若しくは政治活動を仮装し、又は標ぼうして、不正な利益を求めて暴力的不法行為等を行うおそれがあり、市民生活の安全に脅威を与える者
	□はい

	
	(9) 申請団体の役員等又は委託先等が次の各項目の一にでも該当する行為を行わないことを確約します。
ア）　自ら若しくは第三者を利用した申請事業に関する脅迫的言辞、詐欺的言辞若しくは暴力的行為又は法的な責任を超えた不当な要求

イ）　自ら若しくは第三者を利用した当財団の名誉や信用等の毀損又は毀損するおそれのある行為

ウ）　自ら若しくは第三者を利用した当財団の業務の妨害又は妨害するおそれのある行為

エ）　その他前各項目に準ずる行為
	□はい


※　申請に関して虚偽の申告をしたことが判明した場合は、採択を取り消すこと又は助成金の返還を求めることがありますので、あらかじめご了承願います。諸事情により申請通りの金額の助成金が給付されない場合があります。
